





















































































































































































































































































































































































































































































な写本が紹介・言及され きては たが、版本も含めてその関係を整理したのが田邊勝哉氏である。田邊氏 ①文亀二年（ 五〇二 に三条西実隆によって増補され、さらにその後、飛鳥井雅庸によって書き継 れ
296
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  『紹運録』は長い期間にわたって書き継ぎ加除訂正 施されたため、現存写本には異同が存する。これを大別す と、二系統に分けられる。第一類は内題に「本朝皇胤紹運録」とあって、国常立尊以下簡略に天神七代、ついで天照太神以下地神五代を注し 神武天皇 続く。この系統には神別系氏祖の注記 ないが、皇別諸氏祖の皇親の参照標注が詳細でその数が多い。第二類 巻首に 「本朝皇胤紹運録」として異文の天地神の系図を注し第一類より詳し 神代系図を列記した後、 「本朝帝皇 譜」と首題し、神武天皇以下の人皇へ続く第一類がより『紹運録』本来 姿を伝えたものである。
④











機関に蔵される写本の情報も、 『図書寮典籍解題』 執筆された時とは比べもの ならないほど多く提供される うになってい 。 れら諸写本の調査を踏まえた上での検討が求めら 。三
　諸写本の概要 （一） 第一類
前節までの検討を踏まえ、本節以降 諸写本の概要について紹介する。














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































函架番号等 形態 奥書等 末尾の配列 備考  分類





















































（（0（ 冊子 ナシ 後奈良院兄弟＋大覚寺統
（（（（年（月実相院本を転写 頼 識語によれば実
相院本の紙背は寛永（年具注暦 №（（等と合綴









（（ 国立公文書館 特（0–（（ 折本 ⓐ 太上天皇（後陽成）―今上（後水尾）＋大覚寺統 紅葉山文庫本 来歴志著録本 伝飛鳥井雅庸筆
第（類Ｂ（




（0（（–（（ 冊子 ⓐ 太上天皇（後陽成）―今上（後水尾）＋大覚寺統 №（（を影写

























（（ 国立公文書館 （（（–（0 冊子 ⓐ 正親町院＋大覚寺統
平氏・源氏・橘氏・藤原氏等系図・源氏物語系図を
付す
（（ 彰考館 未（–（（（（ 冊子 ⓐ＋ⓑ 後陽成院＋大覚寺統 伊沢左馬助献上
第（類Ｂ（


































（（ 宮内庁書陵部 谷（（（ 冊子 ナシ 今上皇帝（光格） 鷹司家・谷森善臣旧蔵 末尾に皇胤鑑を付す 第（類Ｄ
（（ 宮内庁書陵部 谷（（（ 冊子 ナシ 仁孝天皇皇子女 花山院家厚写 谷森善臣旧蔵
第（類Ｅ







地（–（0（（ 冊子 ナシ 今上天皇（孝明）（明正天皇以下は天皇のみ） 書入れ多し































冊子 ナシ 今上｢正親町院｣―陽光院 有栖川宮家・高松宮旧蔵











































































（（ 京都文化博物館 （A–（（ 冊子 ナシ 今上（正親町）兄弟 双柏文庫旧蔵 「兼見云」の書入れあり





（（ 宮内庁書陵部 （（0–（（（ 冊子 ナシ 今上（正親町）―陽光院～今上（桜町）皇子女
御所本 吹上小本 吹上大本を簡略化し書き継
いだものか























（（ 宮内庁書陵部 （0（–（（0 巻子 ⓔ 当今｢後土御門｣＋後土御門院～正親町院＋大覚寺統 甘露寺親長写，書継あり
第（類Ａ




（0（（–（ 冊子 ⓔ 当今｢後土御門｣＋後土御門院～正親町院＋大覚寺統 （（（（年前田利嗣蔵書（№（（）を影写




（（（（ 冊子 ⓔ 当今｢後土御門｣＋後土御門院～正親町院＋大覚寺統 親長奥書本を転写
長谷場純教 巻子 ⓕ 長谷場本 現所在不明
第（類Ｂ





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　レ書之、 」 、三日条に、 「昨





































































が生じる。第一点は、 『紹運録』のもとになった『尊卑分脈』所収帝王系図とはどのようなものであったのか、またどのような史料 基づいて作成されたのか、という点である。これについ まずは 紹運録』の原形を確定し 上でさらに検討 進める必要があるが、歌人についての注記等、系図に本来存在しなかった ろ 記述 まま見 る点は留意しておかなければならない
第二点は、 『紹運録』写本の増補過程をどのように位置づけるのかと
いう問題である。第一類から第二類への増補は、場合によっては、 『尊卑分脈』所収帝王系図への回帰といったこ も想定され 可能性ことになるが、冒頭部分の重複的な記事の か 見ても、第二類が『紹運録』とは別系統の皇室系図によって増補されたものであることは疑いないし、 『尊卑分脈』所収帝王系図がどのようなものであったかを探る手がかりもほとんど無いので、実際問題として 増補過程を検討することが先決となる。そのためには、 『紹運録』以外 皇室系図古写本
308
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によれば『群書類従』の刊行か完了 たのは文政二年である。東京大学史料編纂所所蔵『群書類従』版本〔一〇〇一―五三〕巻六〇上中下冊には、尾題の下もしくは左 「文化十三年二月十五日蒔田権佐藤原定邦奉納」と 奥書 あり、それによれば文化一三年（一八一六）以前に刊行され ということになる。
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（（） 　





























































































































































































































































































  「皇胤紹運録本名由来考 『比古婆衣』 六
　













































第 163 集　2011 年 3 月
（国立歴史民俗博物館研究部）
（二〇一〇年八月二七日受付、二〇一〇年一一月三〇日審査終了）
